
令和５年度年間指導計画・評価計画（保健体育）         福生第二中学校 第３学年 

月 
単元・題材名 

（時数） 
目標 

評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 
主体的に学習に 

取り組む態度 

４ 

５ 

６ 

 

陸上競技（８） 

・走り高跳び 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

記録の向上や競争

の楽しさや喜びを

味わい、体力の高

め方や運動観察の

方法などを理解す

るとともに、各種

目特有の技能を身

に付けることがで

きるようにする。 

・動きなどの自己

や仲間の課題を発

見し、合理的な解

決に向けて運動の

取り組み方を工夫

するとともに、自

己の考えたことを

他者に伝えること

ができるようにす

る。 

・陸上競技の学習

に自主的に取り組

み、ルールやマナ

ーを守ることや一

人一人の違いに応

じた課題や挑戦を

大切にすることな

どに意欲をもち、

健康や安全を確保

することができる

ようにする。 

【知識】 

・技の名称や行い

方、体力の高め方、

運動観察の方法な

どについて理解し

ている。 

【技能】 

<走り高跳び> 

・リズミカルな助走

から力強く踏み切

り滑らかな空間動

作で跳ぶことがで

きる。 

 

 

・動きなどの自己や

仲間の課題を発見

し、合理的な解決に

向けて運動の取り

組み方を工夫する

とともに、自己の考

えたことを他者に

伝えている。 

 

 

 

 

 

 

 

・陸上競技に自主的

に取り組むととも

に、勝敗などを冷静

に受け止め、ルール

やマナーを大切に

しようとすること、

自己の責任を果た

そうとすること、一

人一人の違いに応

じた課題や挑戦を

大切にしようとす

ることなどをした

り、健康・安全を確

保したりしている。 

球技（１４） 

<ゴール型> 

・アルティメット 

<ネット型> 

・バレーボール 

 

 

 

・勝敗を競う楽し

さや喜びを味わ

い、体力の高め方

や運動観察の方法

などを理解すると

ともに、作戦に応

じた技能で仲間と

連携しゲームを展

【知識】 

・技の名称や行い

方、体力の高め方、

運動観察の方法な

どについて理解し

ている。 

 

 

・攻防などの自己や

チームの課題を発

見し、合理的な解決

に向けて運動の取

り組み方を工夫す

るとともに、自己や

仲間の考えたこと

を他者に伝えてい

・球技に自主的に取

り組むとともに、フ

ェアなプレイを大

切にしようとする

こと、作戦などにつ

いての話合いに貢

献しようとするこ

と、一人一人の違い



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

開することができ

るようにする。 

・攻防などの自己

やチームの課題を

発見し、合理的な

解決に向けて運動

の取り組み方を工

夫するとともに、

自己や仲間の考え

たことを他者に伝

えることができる

ようにする。 

・球技の学習に自

主的に取り組み、

作戦などについて

の話合いに貢献す

ることや一人一人

の違いに応じた課

題や挑戦を大切に

することなどに意

欲をもち、健康や

安全を確保するこ

とができるように

する。 

【技能】 

<ゴール型> 

・安定したボール操

作と空間を作りだ

すなどの動きによ

ってゴール前への

侵入などから攻防

をすることができ

る。 

<ネット型> 

・役割に応じたボー

ル操作や安定した

用具の操作と連携

した動きによって

空いた場所をめぐ

る攻防をすること

ができる。 

 

 

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

に応じたプレイな

どを大切にしよう

とすること、互いに

助け合い教え合お

うとすることなど

をしたり、健康・安

全を確保したりし

ている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

体つくり運動（７） 

・体ほぐしの運動 

・実生活に生かす

運動の計画 

 

・体を動かす楽し

さや心地よさを味

わい、運動を継続

する意義、体の構

造、運動の原則な

どを理解するとと

もに、健康の保持

増進や体力の向上

を目指し、目的に

適した運動の計画

を立て取り組むこ

とができるように

する。 

・自己や仲間の課

題を発見し、合理

的な解決に向けて

運動の取り組み方

を工夫するととも

【知識】 

・運動を継続する意

義、体の構造、運動

の原則などについ

て理解している。 

・実生活で運動を継

続するためには、行

いやすい運動を選

ぶこと、自らの実生

活を踏まえた無理

のない計画を立て

ることが大切であ

ることを理解して

いる。 

【運動】 

※評価しない 

・自己や仲間の課題

を発見し、合理的な

解決に向けて運動

の取り組み方を工

夫するとともに、自

己や仲間の考えた

ことを他者に伝え

ている。 

・体つくり運動に自

主的に取り組むと

ともに、互いに助け

合い教え合おうと

すること、一人一人

の違いに応じた動

きなどを大切にし

ようとすること、話

合いに貢献しよう

とすることなどを

したり、健康・安全

を確保したりして

いる。 



に、自己や仲間の

考えたことを他者

に伝えることがで

きるようにする。 

・体つくり運動の

学習に自主的に取

り組み、互いに助

け合い教え合うこ

とや一人一人の違

いに応じた動きな

どを大切にするこ

となどに意欲をも

ち、健康や安全を

確保することがで

きるようにする。 

７ 

８ 

９ 

 

水泳（１０） 

・バタフライ 

・複数の泳法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・記録の向上や競

争の楽しさや喜び

を味わい、体力の

高め方や運動観察

の方法などを理解

するとともに、効

率的に泳ぐことが

できるようにす

る。 

・泳法などの自己

や仲間の課題を発

見し、合理的な解

決に向けて運動の

取り組み方を工夫

するとともに、自

己の考えたことを

他者に伝えること

ができるようにす

る。 

・水泳の学習に自

主的に取り組み、

自己の責任を果た

すことや一人一人

の違いに応じた課

題や挑戦を大切に

することなどに意

欲をもち、健康や

【知識】 

・技の名称や行い

方、体力の高め方、

運動観察の方法な

どについて理解し

ている。 

【技能】 

<バタフライ> 

・手と足の動き、呼

吸のバランスを保

ち、安定したペース

で泳ぐことができ

る。 

<複数の泳法> 

・クロール、平泳ぎ、

背泳ぎ、バタフライ

の４種目から２～

４種目を選択し、続

けて泳ぐことがで

きる。 

 

 

 

・泳法などの自己や

仲間の課題を発見

し、合理的な解決に

向けて運動の取り

組み方を工夫する

とともに、自己の考

えたことを他者に

伝えている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・水泳に自主的に取

り組むとともに、勝

敗などを冷静に受

け止め、ルールやマ

ナーを大切にしよ

うとすること、自己

の責任を果たそう

とすること、一人一

人の違いに応じた

課題や挑戦を大切

にしようとするこ

となどをしたり、水

泳の事故防止に関

する心得を遵守す

るなど健康・安全を

確保したりしてい

る。 



水中での安全を確

保することができ

るようにする。 

体育理論（３） 

・文化としてのス

ポーツの意義 

・文化としてのス

ポーツの意義につ

いて理解すること

ができるようにす

る。 

・文化としてのス

ポーツの意義につ

いて、課題を発見

し、その解決を目

指して思考し判断

するとともに、他

者に伝えることが

できるようにす

る。 

・文化としてのス

ポーツの意義につ

いての学習に自主

的に取り組むこと

ができるようにす

る。 

【知識】 

・スポーツは、文化

的な生活を営みよ

りよく生きていく

ために重要である

ことなどについて

理解している。 

・オリンピックやパ

ラリンピック及び

国際的なスポーツ

大会などは、国際親

善や世界平和に大

きな役割を果たし

ていることなどに

ついて理解してい

る。 

・スポーツは、民族

や国、人種や性、障

害の違いなどを超

えて人々を結び付

けていることなど

について理解して

いる。 

・文化としてのスポ

ーツの意義につい

て、自己の課題を発

見し、よりよい解決

に向けて思考し判

断するとともに、他

者に伝えている。 

・文化としてのスポ

ーツの意義につい

ての学習に自主的

に取り組もうとし

ている。 

10 

11 

12 

 

球技（１６） 

<ゴール型> 

・ハンドボール 

・バスケットボール 

<ベースボール型> 

・ソフトボール 

※球技同上 【知識】 

・球技同上 

 

【技能】 

※ゴール型同上 

<ベースボール型> 

・安定したバット操

作と走塁での攻撃、

ボール操作と連携

した守備などによ

って攻防をするこ

とができる。 

※球技同上 

 

 

 

 

 

 

 

 

※球技同上 

 

 

 

 

 

 

 

 



武道（８） 

・剣道 

 

・技を高め勝敗を

競う楽しさや喜び

を味わい、伝統的

な考え方、技の名

称や見取り稽古の

仕方、体力の高め

方などを理解する

とともに、基本動

作や基本となる技

を用いて攻防を展

開することができ

るようにする。 

・攻防などの自己

や仲間の課題を発

見し、合理的な解

決に向けて運動の

取り組み方を工夫

するとともに、自

己の考えたことを

他者に伝えること

ができるようにす

る。 

・武道の学習に自

主的に取り組み、

相手を尊重し、武

道の伝統的な行動

の仕方を大切にす

ることや一人一人

の違いに応じた課

題や挑戦を大切に

しようとすること

などに意欲をも

ち、健康や安全を

確保することがで

きるようにする。 

【知識】 

・伝統的な考え方、

技の名称や見取り

稽古の仕方、体力の

高め方などについ

て理解している。 

 

【技能】 

<剣道> 

・相手の動きの変化

に応じた基本動作

や基本となる技を

用いて、相手の構え

を崩し、しかけたり

応じたりするなど

の攻防をすること

ができる。 

・攻防などの自己や

仲間の課題を発見

し、合理的な解決に

向けて運動の取り

組み方を工夫する

とともに、自己の考

えたことを他者に

伝えている。 

・武道に自主的に取

り組むとともに、相

手を尊重し、伝統的

な行動の仕方を大

切にしようとする

こと、自己の責任を

果たそうとするこ

と、一人一人の違い

に応じた課題や挑

戦を大切にしよう

とすることなどを

したり、健康・安全

を確保したりして

いる。 



1 

2 

3 

 

ダンス（８） 

・創作ダンス 

・現代的なリズム

のダンス 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・感じを込めて踊

ったり、みんなで

自由に踊ったりす

る楽しさや喜びを

味わい、踊りの特

徴と表現の仕方や

運動観察の方法な

どを理解するとと

もに、イメージを

深めた表現や踊り

を通した交流や発

表ができるように

する。 

・表現などの自己

や仲間の課題を発

見し、合理的な解

決に向けて運動の

取り組み方を工夫

するとともに、自

己や仲間の考えた

ことを他者に伝え

ることができるよ

うにする。 

・ダンスの学習に

自主的に取り組

み、互いに助け合

い教え合うことや

一人一人の違いに

応じた表現や役割

を大切にすること

などに意欲をも

ち、健康や安全を

確保することがで

きるようにする。 

【知識】 

・ダンスの名称や用

語、踊りの特徴と表

現の仕方、交流や発

表の仕方、運動観察

の方法、体力の高め

方などについて理

解している。 

 

【技能】 

<創作ダンス> 

・表したいテーマに

ふさわしいイメー

ジを捉え、個や群

で、緩急強弱のある

動きや空間の使い

方で変化を付けて

即興的に表現した

り、簡単な作品にま

とめたりして踊る

ことができる。 

<現代的なリズムの

ダンス> 

・リズムの特徴を捉

え、変化とまとまり

を付けて、リズムに

乗って全身で踊る

ことができる。 

・表現などの自己や

仲間の課題を発見

し、合理的な解決に

向けて運動の取り

組み方を工夫する

とともに、自己や仲

間の考えたことを

他者に伝えている。 

・ダンスに自主的に

取り組むとともに、

互いに助け合い 

教え合おうとする

こと、作品や発表な

どの話合いに貢献

しようとすること、

一人一人の違いに

応じた表現や役割

を大切にしようと

することなどをし

たり、健康・安全を

確保したりしてい

る。 

球技（１５） 

<ゴール型> 

・サッカー 

<ネット型> 

バドミントン 

※球技同上 【知識】 

※球技同上 

 

【技能】 

※ゴール型同上 

※ネット型同上 

※球技同上 ※球技同上 



９

～

12 

 

保健分野（１６） 

・健康と環境 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・個人生活におけ

る健康・安全につ

いて理解するとと

もに、基本的な技

能を身に付けるよ

うにする。 

・健康についての

自他の課題を発見

し、よりよい解決

に向けて思考し判

断するとともに、

他者に伝える力を

養う。 

・生涯を通じて心

身の健康の保持増

進を目指し、明る

く豊かな生活を営

む態度を養う。 

【知識】 

・身体には、環境に

対してある程度ま

で適応能力がある

こと。身体の適応能

力を超えた環境は、

健康に影響を及ぼ

すことがあること。

また、快適で能率の

よい生活を送るた

めの温度、湿度や明

るさには一定の範

囲があることを理

解している。 

・飲料水や空気は、

健康と密接な関わ

りがあること。ま

た、飲料水や空気を

衛生的に保つには、

基準に適合するよ

う管理する必要が

あることを理解し

ている。 

・人間の生活によっ

て生じた廃棄物は、

環境の保全に十分

配慮し、環境を汚染

しないように衛生

的に処理する必要

があることを理解

している。 

・健康と環境に関す

る情報から課題を

発見し、その解決に

向けて思考し判断

しているとともに、

それらを表現して

いる。 

・健康と環境につい

ての学習に自主的

に取り組もうとし

ている。 



・健康な生活と疾

病の予防 

※同上 ・感染症は、病原体

が主な要因となっ

て発生すること。ま

た、感染症の多く

は、発生源をなくす

こと、感染経路を遮

断すること、主体の

抵抗力を高めるこ

とによって予防で

きることを理解し

ている。 

・健康の保持増進や

疾病の予防のため

には、個人や社会の

取組が重要であり、

保健・医療機関を有

効に利用すること

が必要であること。

また、医薬品は、正

しく使用すること

を理解している。 

・健康な生活と疾病

の予防について、課

題を発見し、その解

決に向けて思考し

判断しているとと

もに、それらを表現

している。 

・健康な生活と疾病

の予防についての

学習に自主的に取

り組もうとしてい

る。 

 


